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１日目

機中泊

２日目 ユーレイルパスを使って鉄道旅行

　ユーレイルパスとは、ヨーロッパ33か国の鉄道に乗り放題となる
鉄道パスです。都市の中心から中心まで短時間で、車窓の風景や食事
を楽しみながら移動できる鉄道は、ヨーロッパで最も旅行に適した
交通手段です。今回の旅行では、添乗員・ガイド同行のパッケージツ
アーとして、募集をいたしますが、時間に余裕のある方は、最終日に
ロンドンで離団して、ブリットレイルパスを使って、イギリス鉄道
旅行やユーレイルパスを使ってユーロスターでアムステルダム・ブリ
ュッセル・パリに渡り、ヨーロッパを自由旅行してお好きな日に帰国
することも可能です。希望者には、ホテルや列車予約、現地参加のツ
アーの手配もお引き受けします。

Train tour

●マンチェスター

●ロンドン

　マンチェスターは、産業革命の発祥
地として、大英帝国の繁栄をささえる
大工業地帯でした。オーエン主義者を
はじめ、労働組合やチャーチストたち
の運動もこの地で盛んになり、多くの
権利を獲得して後世に成果をひきつい
できました。
　今回のツアーでは、それらの歴史を
学べる人民の歴史博物館を専門ガイド
の案内で見学します。

　大英帝国の繁栄のもと、当時のロンドンには、世界中からありとあらゆ
る情報が集まっていました。ドイツから、パリ、ブリュッセルと亡命生活をつ
づけていたマルクスは、最後にここロンドンに移り住みました。エンゲルスの
援助を受けながら、当時大英博物館の中にあった大英図書館で、経済学、社会
学、哲学の研究をすすめ、その大集成として資本論第一巻を刊行します。
マルクスの死後も、彼のメモをもとに、エンゲルスが第二巻・第三巻を刊行し、
人類は、社会進歩のための大きな科学的羅針盤を手にしました。
　今回のツアーでは、マルクスやエンゲルスのロンドンの家、大英博物館と
大英図書館をブルーバッジガイドの案内で見学し、マルクスの墓を訪問します。

●　入場見学　　◎　外観見学　　B　朝食　　L　昼食　　D　夕食　　機　機内食

●ニューラナーク
　スコットランドの工場経営者ロバートオーエンは、労働意欲を失い、犯罪
や売春に走る少女たちのために世界初の幼児教育施設を工場内に設置し、
労働意欲を高め、高い生産性を実現しました。また社会主義による工場運営
で利益の平等な分配を行うユートピアを建設しようとアメリカに渡り、ニュー
ハーモニー村を建設しますが、失敗します。後にマルクスやエンゲルスは、
これらの資本家主導の社会改造主義を空想的社会主義と呼び、労働者が主体
となって、資本主義のしくみそのものを改革する必要性を訴えました。
　このツアーでは、天気が良ければ、クライドの滝へのハイキングを実施し、
専門ガイドは同行しませんが、博物館では、日本語ライドに乗ってオーエンの
実践を学びます。

　マンチェスター郊外のロッジデールで
は、労働者がミルクや小麦を安く手に入
れるために組織された消費生活協同組合
の発祥地があります。生協運動は、その後、
イギリス全土、そして世界中に広がり、日
本にも、各地に消費生活協同組合ができま
した。安心・安全な食品を廉価で供給し、運
営主体も消費者が担うという民主的な流
通システムは、ロッジデール原則として、こ
こで確立したものです。

●ロッジデール

自由旅行で訪問したい都市

　ドイツ中部、ライン川支流のブッパー
川沿いの工業都市です。18世紀には、ド
イツ産業革命の中心地でした。エンゲル
スはこの町で、繊維工業を経営する資本
家の息子として生まれ育ちました。祖父
の家がエンゲルスハウスとして博物館
になっています。

ブッパータール トリーア
　ドイツ中部、ライン川支流のモーゼル
川沿いの地方都市です。マルクスはこの
地で生まれ、高校までをここですごしま
す。マルクスの生まれた家がマルクスハ
ウスとして博物館になっています。妻イ
エンニーと出会った舞踏会が開かれた
ホールや高校のあった教会もみどころ
です。

●リバプール
　マンチェスターで生産された繊維
製品は、リバプールの港からアフリカ
に輸出され、その資金を元手に奴隷を
入手し、アメリカで奴隷を販売、さらに
その資金で、綿花などの原材料を輸入
する三角貿易が行われていました。
世界遺産のアルバータドックの中の海
事博物館には、奴隷制度に関する展示
があり、ガイドの案内でを見学します。

●ブラッドフォード
　世界で始めて平和学を創設し、世界平和
の研究を続けるブラッドフォード大学のあ
ブラッドフォードには、一般の人が見学でき
る平和博物館もあります。現在移転のため
休館中ですが、8月にはリニューアルオープ
の予定です。現地のツアーに参加して、イギ
リスの平和学の成果について学びます。日本
語のブルーバッジガイドが同行します。

マンチェスターリバプール鉄道（イメージ）

ニューラナーク（現在は博物館になっている） ニューラナーク（オーエンの時代）

後に立てられたハイゲート墓地のマルクス像大英博物館の展示室

海事博物館の展示（イメージ）

世界初の生活協同組合の店（ロッジデール）

平和博物館のホームページより

Sight Seeing

日程表
日次 月日（曜） 場所 食事

10月22日(火)
羽田または成田

夜 　英国航空、エティファド航空、エミュレーツ航空、キャセイ航空でロンドンへ 機

10月23日(水) London着 機
終日 スコットランドへ列車の旅（2等） L

D

10月24日(木) B
午前 ◎クライドの滝へハイキング（雨天中止）　●ニューラナーク　ライドおよび徒歩観光 L

午後 マンチェスターへ列車の旅（2等）
D

10月25日(金) B
午前 ●人民の歴史博物館 L

午後 ●ロッジデール先駆者博物館　●ブラッドフォード平和博物館

（終日専用車にて観光、ブルーバッジガイド同行） D

5日目 10月26日(土) B
午前 ●マージサイド海事博物館（奴隷博物館）（専用車にて観光、ブルーバッジガイド同行） L
午後 ロンドンへ列車の旅（2等）　

D

10月27日（日) B
午前  ◎マルクスのロンドンの家跡地　●大英博物館　 L
午後  ●大英図書館　◎エンゲルスのロンドンの家跡地　●ハイゲート墓地マルクス墓

（終日専用車にて観光、ブルーバッジガイド同行） D

10月28日(月) B
午前 　英国航空、エティファド航空、エミュレーツ航空、キャセイ航空で東京へ 機
午後 希望者は離団してヨーロッパ自由旅行出発

機

10月29日(火) 機
午前 羽田空港着または成田空港

利用予定ホテル：＜ニューラナーク＞New Lanark Mill Hotel　＜マンチェスター＞Ibis Styles Manchester Hotel

またはIbis Budget Manchester Center＜ロンドン＞Best Western London Heathrow

＜ロンドン＞Best Western London Heathrow

7日目

8日目

機中泊

＜マンチェスター＞Ibis Styles Manchester HotelまたはIbis Budget Manchester Center

＜マンチェスター＞Ibis Styles Manchester HotelまたはIbis Budget Manchester Center

6日目

＜ロンドン＞Best Western London Heathrow

１日目

機中泊

＜ニューラナーク＞New Lanark Mill Hotel

3日目

4日目

２日目
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